西東京市地球温暖化対策助成金（LED照明器具）アンケート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者名　　　　　　　　　　　　　　

西東京市では、2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指すゼロカーボンシティ宣言を行いました。この助成制度は、ゼロカーボンシティ実現に向けた取り組みのひとつとして、事業所における省エネ行動を促進することを目的としています。このことに関連して以下の設問についてご回答ください。

（１）二酸化炭素排出量実質ゼロのため、助成の必要があると思う、省エネルギーまたは再生可能エネルギーの機器等はありますか。（複数回答可）

　　□太陽光発電システム　　□蓄電池システム 　□燃料電池システム
□LED照明器具　□高効率空調機（業務用エアコン等）
□高断熱サッシ　□高反射率塗料　□電気自動車等環境に配慮した自動車　
□省エネ診断
□その他(                                            　　   )

（２）地球温暖化対策について、現在取り組んでいるものはありますか。（複数回答可）

□省エネ設備（省エネ型機器、ＬＥＤ照明など）の導入　
□日常業務における省エネ行動の励行
　　□再エネ設備（太陽光発電、太陽熱利用設備など）の導入
□再生可能エネルギーの割合が高い電力の調達　
□ＺＥＶ（※1）の導入※１走行時に二酸化炭素等の排出ガスを出さない電気自動車（ＥＶ）、燃料電池自動
車（ＦＣＶ）、プラグインハイブリッド自動車（ＰＨＶ）のこと。

※２「Reduce（リデュース：減量する）」「Reuse（リユース：再使用する）」「Recycle
（リサイクル：再資源化する）」、「Refuse（リフューズ:断る・受け取らない）」
の４つの「Ｒ」の総称のこと。

□４Ｒ（※2）の推進
□エコドライブの励行　
□公共交通機関利用の励行
　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　
（３）ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）を知っていますか。

　　□内容まで知っている　□言葉だけ知っている　□知らない
ＧＸとは、化石燃料をできるだけ使わず、太陽光や水素など自然環境に負荷の少ないエネルギーの活用を進めることで二酸化炭素の排出量を減らそう、また、そうした活動を経済成長の機会にするために世の中全体を変革していこうという取組のことです。




（４）ＧＸに関連する施策について、市への要望はありますか。（複数回答可）

□省エネ、再エネ設備など環境配慮型機器導入の助成制度の構築
□建物の断熱性能向上に対する助成制度の構築　
□地球温暖化の取組に対する情報の提供
□地球温暖化やＧＸに関する学習機会（講演会、セミナーなど）の提供　
□省エネ、再エネ設備等の導入に関する相談窓口の設置
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）アンケートは以上です。ご回答ありがとうございました。

